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【中学校】教科指導（数学科）

令和４年２月１８日
Ｃ分科会 研究発表Ⅱ

～GIGA端末を活用した思考過程の見える化を通して～

京都市総合教育センター 研究課
研究員 寺井 淳

数学科における
「個別最適な学び」と

「協働的な学び」の
授業の在り方を求めて

令和３年度 第２３回教育研究発表会

本日の流れ

①本研究の目的と手立て

③成果と課題

②実践について
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【中学校】教科指導（数学科）

令和４年２月１８日
Ｃ分科会 研究発表Ⅱ

授業の中の思考する場面

解き方の見通し
がもてない

問題を解いている途中
でわからなくなった

説明の仕方が
わからない

本研究の目的

国立教育政策研究所『令和３年度全国学力・学習状況調査 問題別調査結果 ［数学］』

【令和３年度全国学力・学習状況調査より】

本研究の目的

数と式

図形

関数

資料の活用

数学への関心・意欲・態度

数学的な見方や考え方

数学的な技能

数量や図形などについての知識・理解

選択式

短答式

記述式

平均正答率(％)

35.1

66.7

問題形式

54.0

71.0

評価の観点
41.2

78.1

57.2

54.5

　全体 58

学習指導要領の領域

65.4

51.5

分類 区分
京都市（公立）
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【中学校】教科指導（数学科）

令和４年２月１８日
Ｃ分科会 研究発表Ⅱ

正答率が３０％を下回った問題の出題の趣旨

国立教育政策研究所『令和３年度全国学力・学習状況調査 問題別調査結果 ［数学］』

【令和３年度全国学力・学習状況調査より】

【図形】ある条件の下で，いつでも成り立つ図形の性質を見い
だし，それを数学的に表現することができる

【関数】事象を数学的に解釈し，問題解決の方法を数学的に
説明することができる

【資料の活用】データの傾向を的確に捉え，判断の理由を数学的な
表現を用いて説明することができる

【図形】ある条件の下で，いつでも成り立つ図形の性質を見い
だし，それを数学的に表現することができる

【関数】事象を数学的に解釈し，問題解決の方法を数学的に
説明することができる

【資料の活用】データの傾向を的確に捉え，判断の理由を数学的な
表現を用いて説明することができる

本研究の目的

思考の過程や数学的な表現に
課題がある

解き方の
見通しが
もてない

問題を解いている途中
でわからなくなった

説明の仕方が
わからない

本研究の目的
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【中学校】教科指導（数学科）

令和４年２月１８日
Ｃ分科会 研究発表Ⅱ

問題を解いている途中
でわからなくなった

思考の過程を見える化

解き方の
見通しが
もてない

説明の仕方が
わからない

こう考えれば
いいのか

こんなふうに
説明すれば伝
わるかな

本研究の目的

学んだ解き方を使って考え説明する授業

解き方を身に付ける授業

本研究の目的

＜本研究で育てたい力＞
〇根拠をもって解決への過程を考える力
〇考えた過程を簡潔・明瞭・的確に説明する力

思考の過程を見える化
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【中学校】教科指導（数学科）

令和４年２月１８日
Ｃ分科会 研究発表Ⅱ

見える化

理解が深まる
根拠をもとに説明できる

手立てが必要

課題把握

振り返り

集団解決

自力解決

【授業の流れ】

思
考
の
過
程

本研究の目的

①思考の過程に着目する

②学びを生かす

③数学的な表現を関連付ける

④考え方を共有する

GIGA端末
を

活用する

思考過程の見える化を取り入れた授業
本研究の手立て
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【中学校】教科指導（数学科）

令和４年２月１８日
Ｃ分科会 研究発表Ⅱ

番号 タイム（秒） 番号 タイム（秒）

1 7.1 1 6.9

2 7.1 2 7.3

3 7.2 3 7.3

4 7.2 4 7.3

5 7.3 5 7.4

6 7.3 6 7.4

7 7.3 7 7.4

8 7.3 8 7.4

9 7.4 9 7.5

10 7.4 10 7.5

A選手　５０ｍ走 B選手　５０ｍ走

どのように選手を
選びますか？

多様な考え方が
できる問い

A，Bどちらか一人を選ぶ

①思考の過程に着目する

平均値？
中央値？
最頻値？

本研究の手立て

平均値を求めて
選手を選びなさい。考え方が決まって

いる問い

考え方ボックス

②学びを生かす
本研究の手立て

考え方をカードにまとめる

考え方を
蓄積する
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【中学校】教科指導（数学科）

令和４年２月１８日
Ｃ分科会 研究発表Ⅱ

過去の学びを生かし
考えの根拠を明確化

②学びを生かす
本研究の手立て

考え方を
活用する

理解を確かにする
他者にわかりやすく説明する

関連付ける

グラフ

式

図

表

③数学的な表現を関連付ける
本研究の手立て
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【中学校】教科指導（数学科）

令和４年２月１８日
Ｃ分科会 研究発表Ⅱ

考えを伝え合う

自分 他者
新たな視点を獲得する
自分の考えを深める

④考え方を共有する
本研究の手立て

考えた過程を
簡潔・明瞭・的確に説明する力

「思考力，判断力，表現力等」

考えを
伝え合う活動

自分の考えを
かき表す活動

本研究の構想

①思考の過程に
着目する

②学びを生かす

③数学的な表現を
関連付ける

④考え方を共有する

根拠をもって解決への
過程を考える力
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【中学校】教科指導（数学科）

令和４年２月１８日
Ｃ分科会 研究発表Ⅱ

１節 平行と合同

１.角と平行線

２.多角形の角

３.三角形の合同

２節 証明

１.証明とそのしくみ

２.証明の進め方

２年生「４章 図形の調べ方」

２.多角形の角

実践について
１節 平行と合同

第  １  時

第  ２  時

第  ３  時

第  ４  時

第  ５  時

第  ６  時

第  ７  時

第  ８  時

第  ９  時

第１０時

第１１時

２節 証明

第１２時

第１３時

第１４時

第１５時

第１６時

第１７時

２.多角形の角

３.三角形の合同

１.証明とそのしくみ

２.証明の進め方

１.角と平行線

章末問題・力をつけよう

学びをいかそう

【自力解決】
図の∠ｘの大きさの求め方
について考える

【集団解決】
自分の考えを伝え合い
よりよい方法を考える

①思考の過程に着目する

根拠を明確にして角の大きさの求め方を考える
考え方を分類してその方法を説明する

問題
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【中学校】教科指導（数学科）

令和４年２月１８日
Ｃ分科会 研究発表Ⅱ

試行錯誤して考える

ノートに考えを記述

GIGA端末で入力

図へのかき込み

補助線を引くことで考え方を表す
間違いを修正しながら考える

②学びを生かす

考え方ボックス
から挿入

ノートの記述を挿入

図と言葉を関連付けて説明する
（生徒が作成したカード）

②学びを生かす
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【中学校】教科指導（数学科）

令和４年２月１８日
Ｃ分科会 研究発表Ⅱ

線を引くと三角形
が二つできて，
三角形の内角の和は
180°だから

図のように，この図形に線を１本書くと，三角形が２つできる。
三角形の内角の和が180°ということを利用し，２つの三角形の
内角を求める。∠ｘの反対側にある角の大きさは，215°だと
わかっているので，全体の大きさー215°で∠ｘの大きさがわかる。
360°ー215°＝145°となり，∠ｘ＝145°だとわかる

④考え方を共有する
自分の考えを伝え合う

三角形の外角の性質 三角形の内角の性質

多様な性質を使って考える
④考え方を共有する
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【中学校】教科指導（数学科）

令和４年２月１８日
Ｃ分科会 研究発表Ⅱ

三角形を分割する 三角形をつくる

相手が理解しやすいように説明する
他者の考え方を理解し，自分の考え方を見直す

補助線の引き方を考える
④考え方を共有する

自分と違う考え方を知る
使った性質を考える
共通点や相違点を考える

他者の考え方を読み取る

他者がどのよう
に考えているか
読み取る

④考え方を共有する
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【中学校】教科指導（数学科）

令和４年２月１８日
Ｃ分科会 研究発表Ⅱ

図形や角の
性質に着目
して分類

考え方を分類・整理する
④考え方を共有する

補助線の引き方
に着目して分類

多様な視点で考える

考え方を分類・整理する
④考え方を共有する



14
【中学校】教科指導（数学科）

令和４年２月１８日
Ｃ分科会 研究発表Ⅱ

・補助線の引き方でいろいろな方法が見つかった
・今までの既習内容を使ったらいろんな求め方ができる
・今まで習ったことを組み合わせることができる
・補助線にはいろいろなパターンがあって，それによって

種類分けをすることができる
・項目の何がかぶっているかを考えることで何を使って

求めているかわかりやすくなっている

根拠をもって解決への過程を考える
分類・整理することで共通点や相違点に着目する

生徒の発言より

自力解決では説明が不十分

生徒が書いた説明
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【中学校】教科指導（数学科）

令和４年２月１８日
Ｃ分科会 研究発表Ⅱ

２年生「３章 一次関数」

１節 一次関数とグラフ

１.一次関数

２.一次関数の値の変化

３.一次関数のグラフ

４.一次関数の式を求めること

２節 一次関数と方程式

１.方程式とグラフ

２.連立方程式とグラフ

３節 一次関数の利用

１.一次関数の利用１.一次関数の利用

実践について

１節 一次関数とグラフ

第  １  時

第  ２  時

第  ３  時

第  ４  時

第  ５  時

第  ６  時

第  ７  時

第  ８  時

第  ９  時

第１０時

第１１時

２節 一次関数と方程式

第１２時

第１３時

第１４時 ２.連立方程式とグラフ

３節 一次関数の利用

第１５時

第１６時

第１７時

第１８時

第１９時

第２０時

第２１時

章末問題・力をつけよう

学びをいかそう

１.一次関数の利用

１.一次関数

２.一次関数の値の変化

３.一次関数のグラフ

４.一次関数の式を求めること

１.方程式とグラフ

式，表，グラフを用いて一次関数として考える

①思考の過程に着目する
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【中学校】教科指導（数学科）

令和４年２月１８日
Ｃ分科会 研究発表Ⅱ

式，表，グラフを関連付けて表現する
間違いを修正しながら考える

試行錯誤して考える
③数学的な表現を関連付ける

どのようなプラン？⇒様々なプランが考えられる

新たな状況と理由を考えて説明する

①思考の過程に着目する
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【中学校】教科指導（数学科）

令和４年２月１８日
Ｃ分科会 研究発表Ⅱ

【プラン内容】
「乗車距離が3.6㎞までは，

初乗り料金500円，
以後0.1kmあたり100円加算」

【プランの説明】
初乗り料金がワンコインで済ませら
れる500円で，3.6㎞以降は払うのを
ためらうような，でも安く感じるよ
うな100円。５㎞のときにAプランと
重なるので5.1㎞以降からCプランが
高くなるので5.1㎞未満のときにCプ
ランがお得。

近距離利用者向け

自分の考えを表現する

【グラフ】

③数学的な表現を関連付ける

【プラン内容】
「乗車距離が３㎞までは

初乗り料金2000円，
以後0.1kmあたり22円加算」

【プランの説明】
初乗り2000円で3.0㎞以後22円加
算でAプランの8.0㎞のときとCプ
ランの8.0㎞の料金が同じ(3100円)
になり，それ以後，Cプランがお
得になるから。それ以後0.1㎞ご
とにCプランが18円安くなってい
く。(40-22)

遠距離利用者向け

自分の考えを表現する

【グラフ】

③数学的な表現を関連付ける
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【中学校】教科指導（数学科）

令和４年２月１８日
Ｃ分科会 研究発表Ⅱ

他者の考え方を読み取り多様な考え方を知る
根拠をもとに説明する，説明を聞いて理解する

④考え方を共有する

他者の考えを理解する

３つのグラフの組み合わせ 途中からAプランと平行なグラフ

一次関数のグラフの特徴から多様な考え方ができる

他者の考えを理解する
④考え方を共有する
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【中学校】教科指導（数学科）

令和４年２月１８日
Ｃ分科会 研究発表Ⅱ

・式，表，グラフを適切に用いることで
簡潔にわかりやすく表現できる

・多様な視点で考えることができる

・一次関数のグラフを表すと計算などしなくてもグラフを
見れば一発で分かる事に一次関数のグラフの凄さを感じ
ました。

・グラフや表，式など一次関数を表せるものには種類があ
るから分かりやすい方法で表すことが大切だなと思った。

・今までは与えられた関係について調べることがほとんど
だったけど，今回は自分たちで考えて関係をつくった。

授業の振り返りより(３章「一次関数」)

グラフや説明などが不十分
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【中学校】教科指導（数学科）

令和４年２月１８日
Ｃ分科会 研究発表Ⅱ

「問題を考えるときに，どの方法で考えることが多いですか。」

式

54%

図

25%

表

7%

グラフ

14%

式

74%

図

18%

表

5%

グラフ

3%

【実践後】（n=146）【実践前】（n=152）

生徒アンケートより 成果と課題

式⇒図 式⇒グラフ

・補助線を引いて考えるようになった
・問題によって方法を使い分けるとよいと考えた

単元の振り返りより 成果と課題

角度を求める時に，角同士の
位置関係を使う様になった事や，
また，その関係を成立させる
為に，図形に補助線を引く様に
なった

２つの式はy=ax+bの形に直して
から，グラフをかいて求めると
いう方法が１番良いが，分数など
の場合は連立方程式として解くと
いう方法で解ける。
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【中学校】教科指導（数学科）

令和４年２月１８日
Ｃ分科会 研究発表Ⅱ

・式のよさを実感した
・数学的な表現を関連付けて表すと簡単になった

成果と課題

できるようになったのは，２点を通る点を計算するときに，図も活用
しつつ，計算してできたことで，ただ，計算するのもだけど，
図も見ながらだと少し簡単になったと思ったのでよかったと思います。
単元を通してしっかり文，図をヒントに計算していくことです。

単元の振り返りより

式⇒式

生徒アンケートより 成果と課題
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【中学校】教科指導（数学科）

令和４年２月１８日
Ｃ分科会 研究発表Ⅱ

グラフで表現するよさを実感し，
新たな視点をもてるようになった

今回考えられた皆のグラフで一
次関数でないものもあったけどそ
れはどのような考えのもとそう
なったか，一次関数でないなら何
なのか，興味のある課題ができて
よかった。これからも少しでも関
数の世界を広めていきたい。

授業の振り返りより（第３章 「一次関数」）
成果と課題

単元の振り返りより ( ４章「図形の調べ方」)

過去の学びを生かして考えることができるようになった

成果と課題
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【中学校】教科指導（数学科）

令和４年２月１８日
Ｃ分科会 研究発表Ⅱ

単元の振り返りより ( ４章「図形の調べ方」)
成果と課題

自分の考えを数学的に表現し伝えようとするようになった

○思考過程の見える化を取り入れた授業を
積み重ねること

○学びを生かして自立的に解決を進める活動を
更に重視すること

○自分の考えを数学的に表現できるように
するための手立てを講じること

課題
成果と課題



24
【中学校】教科指導（数学科）

令和４年２月１８日
Ｃ分科会 研究発表Ⅱ

～GIGA端末を活用した思考過程の見える化を通して～

京都市総合教育センター 研究課 研究員 寺井 淳

数学科における「個別最適な学び」と「協働的な学び」の授業の在り方を求めて

QRコードを読み取り
アンケートにご協力いただけると幸いです。

令和３年度 第２３回教育研究発表会


